
2012年12月期 第1四半期 決算説明会

2012年4月24日



1 © Jupiter Telecommunications Co., Ltd.

このプレゼンテーションに記載された当社の財務情報は、米国会計基準に基づき計算されたものであ
ります。

このプレゼンテーションには、当社の計画と見通しを反映した将来予想に関する記述を含んでおりま
す。かかる将来予想に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報を基にした予想値であり、これ
らは経済環境、競争状況、新サービスの成否等、不確実な要因の影響を受けます。従って、実際の業
績はこのプレゼンテーションに記載されている将来予想に関する記述とは大きく異なる場合があるこ
とをご承知おきください。

また当社は、このプレゼンテーション後において、かかる将来予想に関する記述を更新して公表する
義務を負うものではありません。

将来見通しに関する注記事項将来見通しに関する注記事項
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11

本日の内容本日の内容

第第11四半期業績ハイライト四半期業績ハイライト

3 中期事業計画の概要

2 第1四半期業績の解説
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1.1. 連結連結業績ハイライト業績ハイライト

(億円)

*EBITDA＝（営業収益）－（番組・その他営業費用）－（販売費および一般管理費）

*

・前年同期比、アナログ電障関連収益減少などの影響が大きかったものの

前四半期比では二桁増益を達成。

・通期予想に対しては、おおむね計画通りの進捗

2011年
1Q

2012年
1Q

前年
同期比

2011年
4Q

2012年
1Q

前期比
2011年
実績

2012年
予想

増減率 進捗率

営業収益 918 925 + 0.8% 928 925 △ 0.3% 3,691 3,780 + 2.4% 24%

営業利益 206 185 △ 10.4% 138 185 + 33.4% 711 735 + 3.4% 25%

税金等
控除前利益

199 178 △ 10.8% 133 178 + 33.6% 685 710 + 3.6% 25%

当社株主帰属
四半期純利益

104 91 △ 12.1% 75 91 + 21.4% 373 390 + 4.6% 23%

EBITDA 412 389 △ 5.6% 364 389 + 6.7% 1,564 ＋2～3%
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2011年3月末
(2011年1-3月平均)

2012年3月末
(2012年1-3月平均)

増減増減

加入世帯数

ケーブルテレビ 288 万万 307 万万 6.7 %6.7 %

高速インターネット接続 169 万万 185 万万 9.2 %9.2 %

電話 202 万万 229 万万 13.4 %13.4 %

RGU合計 *１ 659 万万 720 万万 9.4 %9.4 %

総加入世帯数 341 万万 364 万万 6.6 %6.6 %

バンドル率 *2 1.93 1.98 0.05

平均月次解約率(RGU当たり) 1.10% 1.08% --0.02pts0.02pts

ARPU *3 7,695円 7,4297,429円円 --266266円円

11--1. 1. 主要オペレーション指標主要オペレーション指標（サマリー）（サマリー）

*1: RGU (Revenue generating unit)合計＝ 提供サービス）数の合計

*2：バンドル率＝加入世帯当たり提供サービス数

*3: ARPU＝加入世帯当たり月次収益

各種営業施策（後述）も奏功し、顧客基盤は順調に拡大
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11--1. 1. 主要オペレーション指標主要オペレーション指標（ARPU*）

7,000

7,200

7,400

7,600

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
2011年 201２年

ＡＲＰＵ向上施策の効果は着実にあがりつつも、一時的要因により下げ幅は拡大

* ARPU＝加入世帯当たり月次収益

（円）

7,695 

7,598

7,516
7,491

7,429

△97円
△82円

△25円
△62円

下落幅増△25円⇒△62円（△37円） 内訳

• 各種施策によるARPU向上 ＋30円

・キャンペーン実施、
長期契約比率の向上 △39円

• 通話料収入減等 △28円

△1.3% △1.1% △0.3% △0.8%

ARPU
前年同期比
△3.5%
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0.85%

0.90%

0.95%

1.00%

1.05%

1.10%

1.15%

1Q 2Q 3Q 4Q

~~

*平均月次解約率=（当該期間における解約サービス数合計）÷（当該期間の加重平均RGU数）÷（当該月数）

過去最低水準の２０１１年に比しても、解約率はさらに改善

11--1. 1. 主要オペレーション指標主要オペレーション指標（解約率）

平均月次解約率（RGUあたり）*平均月次解約率（RGUあたり）*

2012年

0.98

0.90

0.88

2011年

1.10

1.08
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5．ネットワーク堅牢化の推進5．ネットワーク堅牢化の推進

6．業務効率化の推進6．業務効率化の推進

3．アライアンスの深堀り3．アライアンスの深堀り

KDDIアライアンスの拡大 ＋ 住友商事のリソースの活用

11--22. . 20122012年度経営の重点方針年度経営の重点方針

１．お客様基盤の拡大と収益力の強化１．お客様基盤の拡大と収益力の強化

RGU至上主義から売上高・利益重視への転換

4．M&Aの積極展開4．M&Aの積極展開

ケーブルテレビ事業＋メディア事業＋新規事業

2．お客様満足度の向上2．お客様満足度の向上
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・ KDDIクロスセル実績の伸長

・ メタルプラス電話の移行促進

・ auスマートバリューをフックとした事業拡大

・ 160M比率、多チャンネル比率の改善

・ KDDI統合IPコア網への切替

・ KDDIクロスセル実績の伸長

・ メタルプラス電話の移行促進

・ auスマートバリューをフックとした事業拡大

・ 160M比率、多チャンネル比率の改善

・ KDDI統合IPコア網への切替

11--3. 3. 主な成果主な成果

・ 抜本的な全社コスト構造改革の着手・ 抜本的な全社コスト構造改革の着手

・ Ｍ＆Ａの積極展開
アスミック・エース エンタテインメント 完全連結子会社化

• J SPORTS 全4チャンネル BS放送開始

・ Ｍ＆Ａの積極展開
アスミック・エース エンタテインメント 完全連結子会社化

• J SPORTS 全4チャンネル BS放送開始
メディア事業メディア事業

コスト削減の
取り組み

コスト削減の
取り組み

ケーブルテレビ
事業

ケーブルテレビ
事業
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11--33--11．クロスセル．クロスセルプロモーションプロモーション進捗進捗

・全J:COMエリアで展開を開始

・いずれも成約数は前四半期に比べ急拡大

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

11,000
（RGU） （台）

13,000

重要な販売チャネルへと成長

2011年 2012年 2011年 2012年
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11--33--22．．auauスマートバリュースマートバリュー 足元の状況足元の状況

～交通広告～

１Qの実績

（受付開始：2月14日、サービス開始：3月1日）

・スマートバリューをフックとした

獲得数

・スマートバリューをフックとした

獲得数

8,200件 / 17,100RGU (3月末累計） *契約ベース

・未加入からの獲得 :5,100件 / 12,600RGU

・既存顧客(アップセル） ：3,100件 / 4,500RGU

8,200件 / 17,100RGU (3月末累計） *契約ベース

・未加入からの獲得 :5,100件 / 12,600RGU

・既存顧客(アップセル） ：3,100件 / 4,500RGU

＜各種プロモーションも展開＞

～TV-CM～

世帯ベースでは

6割超が未加入からの

契約
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11--33--33．．売上高・利益重視への転換

160メガ ならびに 多チャンネルの新規獲得比率が上昇

160メガ超高速インターネット
新規獲得比率

160メガ超高速インターネット
新規獲得比率

多チャンネル新規獲得比率*多チャンネル新規獲得比率*

160M その他

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10月 11月 12月 1月 2月 3月

34.3 34.3 33.1 35.1 40.6

160メガ その他（1メガ、12メガ、40メガ）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10月 11月 12月 1月 2月 3月

多チャンネル J:COM TV Ｍｙ style

65.5 66.0
67.5

67.1
70.3

73.2

49.8

*多チャンネルサービス:JCOM TV My style及びBS再送信を除く
ケーブルテレビサービス

2011年 2012年 2011年 2012年
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11--33--44．．KDDIKDDI統合統合IPIPコア網への切替コア網への切替

・2012年中に7割を移行、2013年中に切替完了
・信頼性向上を図りつつ、運用コストを削減

・2012年中に7割を移行、2013年中に切替完了
・信頼性向上を図りつつ、運用コストを削減

切り替えの概要・目的

J:COMのバックボーン回線を、統合IPコア網に切り替え（3/15開始）

J:COMネットワークの増強と信頼性の向上を図る。

切り替えイメージ

切替前切替前

局

局

局

テレビ

電話

インターネット

局

局

局

バックボーン回線

切替＆集約後切替＆集約後

統合IPコア網

局

局 局

局 局

局

テレビ
電話

インターネット



13 © Jupiter Telecommunications Co., Ltd.

11--33--55．アスミック・エース エンタテインメントの連結子会社化

子会社化の目的
・自主番組制作能力強化

・コンテンツ独自配信権確保

事業内容

・映画制作及び出資

・劇場映画の配給・宣伝

・パッケージソフトの販売

・テレビゲームソフトなどの企画・販売

・海外への映画版権販売

・演劇の企画、製作その請負及び興行 等

会社設立 1985年3月

主要作品

直近の業績

（2011年3月期）

売上高 9,689百万円

営業利益 265百万円

当期純利益 248百万円

『武士の家計簿』 『トランスポーター』『大奥』 『僕等がいた』
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3 中期事業計画の概要

１ 第１四半期業績ハイライト

第第11四半期業績の解説四半期業績の解説22
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利用料収入利用料収入：781億円（前期比+2.5%）

・総加入世帯数・RGU数の増加

・VOD収入の増加（My style含む）

・ブルーレイHDRなど付加価値サービスの

利用が増加

その他収入 ：145億円（前期比-7.5%）

・アナログ電障収入の減少

22--1. 1. 営業収益営業収益

（億円）
ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ その他電話

営業収益 925億円 （＋0.8％、＋7億円）

132 129

156 145

407 420

222 231

0

200

400

600

800

1,000

11年1-3月 12年1-3月

761 781

918 925

［米国会計基準］

主なポイント （前年同期比較）
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番組・その他営業費用：357億円
（前期比+7.7%、+26億円）

・・番組関連費用の増加

販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費 ： 179億円
（前期比+2.9%、 +5億円）

・広告宣伝関連費用、人件費の増加

■ 減価償却費： 204億円
（前期比-0.8%、-2億円）

・一部リース資産の償却満了に伴い減少

22--1. 1. 営業費用営業費用

（億円）

営業費用 740億円 （＋4.1％、＋29億円）

357

174 179

205 204

332

0

200

400

600

800

11年1-3月 12年1-3月

711 740

番組・その他営業費用 販売費及び一般管理費 減価償却費

［米国会計基準］

主なポイント （前年同期比較）
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22--11--1. EBITDA1. EBITDA**及び営業利益及び営業利益

185206

0

50

100

150

200

250

（億円）

389412

0

100

200

300

400

（億円）

*EBITDA＝（営業収益）－（番組・その他営業費用）－（販売費および一般管理費）

11年1 - 3月 11年1 - 3月12年1 - 3月 12年1 - 3月

- 5.6%（-23億円） -10.4%（-22億円）

EBITDA*EBITDA* 営業利益

［米国会計基準］
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20112011年年11ＱＱ 20122012年年11ＱＱ

206
(億円)

185

～～ ～～

営業利益の主な増減要因営業利益の主な増減要因 ((前年同期比較）前年同期比較）

主な減少要因はアナログ電障収入の減収インパクト

政策的使用

・プロモーション費用

・コールセンター人員

増強 等

△12

△21

アナログ電障

関連 等

【2011年１Qの営業利益の背景】
震災による費用執行の遅れなどが影響し、通期予想に対する進捗率
は28％と例年に比べ高い利益水準

利用料収入

増加分

＋13

［米国会計基準］
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91104

0

25

50

75

100

125
（億円）

178199

0

50

100

150

200

250

（億円）

11年1 - 3月 11年1 - 3月12年1 - 3月 12年1 - 3月

-10.8%（-22億円） -12.1%（-13億円）

22--11--2.2. 税金等控除前利益、税金等控除前利益、当社株主帰属四半期当社株主帰属四半期純利益純利益

税金等控除前利益 当社株主帰属四半期純利益

［米国会計基準］
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22--2. 2. 設備投資設備投資

１．資本的支出 （-25億円）

・電障関連投資等の減少。

・新規延伸（秦野・伊勢原）に伴う、幹線分配線

の減少

２．キャピタルリース （-7億円）

・ J:COM PHONE プラス用センター系設備

の初期導入投資が減少

主な増減要因

*設備投資比率：営業収益に対する設備投資額の比率

キャピタルリース資本的支出

92

31

24

117

0

50

100

150

11年1-3月 12年1-3月

設備投資比率*

（億円）
16.1%

148

116

12.5%

［米国会計基準］
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22--3. 3. 主要財務比率主要財務比率

53.6% 54.1%

4,3534,357

0

1,000

2,000

3,000

4,000

11年12月末 12年3月末

0.25 0.24

負債及び資本合計

当社株主帰属資本 純有利子負債

当社株主帰属資本

1,096 1,023
4,3534,357

0

2,000

4,000

6,000

8,000

11年12月末 12年3月末

8,124 8,053

当社株主帰属資本比率 Ｄ／Ｅレシオ

（億円） （億円）

［米国会計基準］
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22--4. 4. 連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ・フロー

11年1-3月 12年1-3月 増減

営業活動による営業活動による

キャッシュ・フローキャッシュ・フロー
223636 229292 5555

投資活動による投資活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

--111166 --8888 2727

財務活動による財務活動による

キャッシュ・フローキャッシュ・フロー
--127127 --205205 --7878

フリーフリー

キャッシュキャッシュ・・フローフロー** 8888 176176 8888

* フリーキャッシュフロー ＝ （営業活動によるキャッシュフロー）－（設備投資）

四半期純利益 ‐14億円

税金支払額の減少 ＋67億円

資本的支出 ＋25億円

新規子会社の取得 ＋8億円

その他投資活動 -6億円

借入金の返済 ‐45億円

自己株式の取得による支出 -36億円

キャピタルリース元本返済 ＋6億円

【【主な増減要因主な増減要因】】

［米国会計基準］

(億円) 
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第1四半期の業績解説

１ 第1四半期業績ハイライト

2

中期中期事業事業計画の概要計画の概要33
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33--11．中期事業計画の骨子．中期事業計画の骨子

定量目標の考え方

既存事業

新規事業
・

M&A・提携

2011年 2015年

3,691億円

4,500～5,000億円

＋ コスト構造改革

• 本社機能のスリム化

• グループ内オペレーション
ル－ル・フローの統一

• 社外流出コストの削減

ありたい姿

メディア事業メディア事業
マルチチャンネルオペレーターから

総合メディア事業総合メディア事業
グループへグループへ

ケーブルテレビ事業ケーブルテレビ事業
トリプルプレーヤーから
コミュニティサービス

パートナーへ

総合力の発揮総合力の発揮
((J:COM EverywhereJ:COM Everywhere) ) 

高度な技術サポート機能高度な技術サポート機能

技術基盤技術基盤

既存事業

～～
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33--22．事業環境．事業環境

・ 新BS放送のチャンネル数が更に増加

（2012年３月1日～ 24Ch→31Chへ）

新BSを入り口とした多チャンネル
加入機会の追求

• 従来の放送業界に加え、IPTV、OTTが

本格参入
・ NTT光接続料の値下げ

コンテンツ力、地域サービス力での

差別化が必要

１．有料多チャンネル時代 2．メディア大競争時代

• 家族構成の変化、テレビの視聴ニーズ

の分散化

多チャンネル軸以外からの
新規加入機会の追求(ネット軸経由）

3．世帯構成・人口構成の変化

• スマートフォン・タブレットなど多種多様な

情報端末が普及

TV・インターネットサービスの商品設計上
情報端末との連携が必須に

4．“視聴手段”・“道具”の多様化
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33--33．成長戦略．成長戦略

① RGU獲得重視から世帯純増・世帯ARPU重視へ

② 未開拓市場の効率的獲得の推進

③ 顧客ニーズに沿った商品競争力の強化と多様化

④ 既加入者サービスの向上、ユーザビリティの改善

⑤ KDDIグループ、住友商事グループとの協業の更なる推進

ケーブルテレビ事業

① 独自コンテンツの保有・囲い込み

② チャンネル事業の強化

③ コンテンツ配信事業（プラットフォーム）強化

④ 広告事業強化

メディア事業
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33--44．新規事業分野と．新規事業分野とJ:COM EverywhereJ:COM Everywhere

住友商事グループ事業資産、KDDIアライアンスとの相互連携の最大限の活用

スマートフォン、タブレット端末とのサービス連携 ＋ ユーザビリティ（使い勝手）

ホーム・コンシェルジュを介して、デジタルサービスのみでは実現できない、きめ細かいサポートの提供

住友商事グループ事業資産、住友商事グループ事業資産、KDDIKDDIアライアンスとの相互連携の最大限の活用アライアンスとの相互連携の最大限の活用

スマートフォン、タブレット端末とのサービス連携スマートフォン、タブレット端末とのサービス連携 ＋＋ ユーザビリティ（使い勝手）ユーザビリティ（使い勝手）

ホーム・コンシェルジュを介して、デジタルサービスのみでは実現できない、きめ細かいサポートの提供ホーム・コンシェルジュを介して、デジタルサービスのみでは実現できない、きめ細かいサポートの提供

認証・課金

ＰＦの再構築

電気電気ｽﾏｰﾄﾌｫﾝｽﾏｰﾄﾌｫﾝ

個人
単位認証

PC PC TV TV 

画面 画面

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ
ﾘﾓｺﾝﾘﾓｺﾝ

((赤外線赤外線))

CM CM 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄﾀﾌﾞﾚｯﾄ

画面

ｽｰﾊﾟｰ
ﾏｰｹｯﾄ
ｽｰﾊﾟｰｽｰﾊﾟｰ
ﾏｰｹｯﾄﾏｰｹｯﾄ

住友
商事系
住友住友

商事系商事系
通販

事業者
通販通販

事業者事業者
地元

商店街
地元地元

商店街商店街 行政行政行政

画面

KDDI KDDI KDDI 

Over The Top
TV Everywhere

次世代次世代STB STB 

課金システム

OpenID

WiFi
WiFi

ｲﾝﾀﾗｸTV
ｺﾝﾃﾝﾂ会社
ｲﾝﾀﾗｸｲﾝﾀﾗｸTVTV

ｺﾝﾃﾝﾂ会社ｺﾝﾃﾝﾂ会社

健康管理
機器販売
事業者

健康管理健康管理
機器販売機器販売
事業者事業者

病
院
病
院
病
院

ﾄﾞﾗｯｸﾞ
ｽﾄｱ

ﾄﾞﾗｯｸﾞﾄﾞﾗｯｸﾞ
ｽﾄｱｽﾄｱ

薬
局
薬
局
薬
局

ﾎｰﾑ
ｾｷｭﾘﾃｨ
事業者

ﾎｰﾑﾎｰﾑ
ｾｷｭﾘﾃｨｾｷｭﾘﾃｨ
事業者事業者

見守り
ｻｰﾋﾞｽ
事業者

見守り見守り
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ
事業者事業者

通信
教育

事業者

通信通信
教育教育

事業者事業者

大
学
大
学
大
学塾塾塾

Open
ID

新基幹ｼｽﾃﾑ

ﾎｰﾑ・
ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ
（仮称）

割安な
電力

コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス

強
化

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
向
上

顧
客
密
着
度

強
化

デバイスの

高度化と

多端末展開

人による

説明・

サポート

提携提携
生活支援

サービス

展開

PPSPPSPPS
電力東急東急東急

ＣＡＴＶ・

メディア強化

お客様お客様
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ホーム・コンシェルジュ・サービス（仮称）ホーム・コンシェルジュ・サービス（仮称）

宅内デジタル端末の多様化宅内デジタル端末の多様化

スマートTV、次世代STB、

タブレット端末、
スマートフォン、PC．．．

デジタルサービスの多様化デジタルサービスの多様化

多チャンネル、VOD、OTT、

生活支援サービス．．．

WiFi、WiMAX、ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ．．

「ｻｰﾋﾞｽが使いたくても使えない」「ｻｰﾋﾞｽが使いたくても使えない」
の増加の増加

コモディティ商品でない有料映像
サービスを販売してきた販売ノウハウ

宅内にあがり説明できるお客様
との信頼に基づくサービス機会

「サービス」
の収益化

追加的
営業機会

お客様との
関係強化

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ
の解消

いつでも気軽に
利用可能

生活の質と
利便性向上

お客様

ホーム・コンシェルジュ・サービス（仮称）ホーム・コンシェルジュ・サービス（仮称）
直接訪問営業員

2,500名

サービスエンジニア

3,500名

カスタマーセンター

2,600名

地域パートナー

TECNET
1,800名
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ケーブルテレビ事業

– 引き続き、M&A・提携を活用したエリア拡大

メディア事業

– 川上事業、川下事業、周辺事業の取り込み

生活支援サービス等の新規事業

– 新規事業を早期に一定規模に成長加速させるため、買収や戦略的提携を

積極的に検討

アジア市場への展開も検討

ケーブルテレビ事業

– 引き続き、M&A・提携を活用したエリア拡大

メディア事業

– 川上事業、川下事業、周辺事業の取り込み

生活支援サービス等の新規事業

– 新規事業を早期に一定規模に成長加速させるため、買収や戦略的提携を

積極的に検討

アジア市場への展開も検討

33--55. M&A. M&A・提携戦略・提携戦略
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33--66. . 加入計画加入計画

＜2015年目標＞
450万～500万世帯

総加入世帯数 ARPU

(単位：万)

7,4997,680
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2010 2011 2012 2013 2014 2015
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7000円台を目指す
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新
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等

(単位：円) △2.4%

△1～2%

既
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事
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分
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ア
外
加
入
者

Ｍ
＆
Ａ

＋6.7% ＋5～8%

＋3%前後
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33--77. . 利益計画利益計画

＜2015年目標*＞
4500億円～5000億円

営業収益 営業利益

＜2015年目標＞
900億円前後を目指す(単位：億円)

＊ 既存事業部分には、J:COM Phone プラス卸元事業者からのHFC利用料収入を含む。 コストも同額計上するため、利益インパクトはなし。
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削
減
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＋6～7%

3,6913,601
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2010 2011 2012 2013 2014 2015
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部
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新
規
事
業
等＋2.5%
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＋3～4%
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15%

27%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

2010 2011 2012 2013 2014 2015

33--8. 8. 解約率改善解約率改善

平均月次解約率（RGUあたり） 長期契約比率

＜2015年目標＞
0.8%台を目指す

＜2015年目標＞
50%台を目指す

50%台

1.11%

0.97%

0.50%

0.60%

0.70%

0.80%

0.90%

1.00%

1.10%

1.20%

2010 2011 2012 2013 2014 2015

0.8%台
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参考資料

・ 主要オペレーション指標 （旧定義ベース）

・ ハードディスク内蔵型STB「HDR」 加入世帯推移

・ 160M超高速インターネット接続サービス 加入世帯推移

・ バンドル化の推移

・ 長期契約化率の推移

・ チャンネル別視聴可能世帯数



34 © Jupiter Telecommunications Co., Ltd.

主要オペレーション指標（旧定義ベース）

*1: RGU (Revenue generating unit)合計＝ 提供サービス数の合計

*2:バンドル率＝加入世帯当たり提供サービス

*3：ARPU＝加入世帯当たり月次収益

2011年3月末
(2011年1-3月平均)

2012年3月末
(2012年1-3月平均)

増減増減

加入世帯数

ケーブルテレビ 272 万 288 万万 5.85.8 %%

高速インターネット接続 172 万万 185 万万 7.67.6 %%

電話 202202 万万 229 万万 13.413.4 %%

RGU合計 *１ 645 万万 701 万万 8.78.7 %%

総加入世帯数 345 万万 369 万万 6.86.8 %%

バンドル率 *2 1.87 1.90 0.03pts0.03pts

平均月次解約率(RGU当たり) 1.08% 1.04% --0.04%0.04%

ARPU *3 7,617 7,3477,347 --270270円円
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ハードディスク内蔵型STB「HDR」

（台）

設置台数設置台数

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

284,500

424,500

510,300

08年3月末 09年3月末 10年3月末 11年3月末 12年3月末

580,200
625,000
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160メガ 超高速インターネット接続サービス

加入世帯数加入世帯数
(世帯)

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

09年3月末 10年3月末 11年3月末 12年3月末

128,700

197,900

319,400

496,300＊

*2012年3月末から新定義ベースでの数値で算出しております。
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加入サービス数別の世帯構成比加入サービス数別の世帯構成比

3 2 1サービス加入世帯 サービス加入世帯 サービス加入世帯

11年3月末 12年3月末

31.8%

29.2%

39.0%

33.7%

30.5%

35.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

バンドル化の推移（新定義ベース）

3サービス

+1.9pts
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加入サービス数別の世帯構成比加入サービス数別の世帯構成比

3 2 1サービス加入世帯 サービス加入世帯 サービス加入世帯

08年3月末 10年3月末09年3月末 11年3月末 12年3月末

25.1% 25.2% 27.1% 29.5% 30.8%

27.4% 28.0% 28.0% 27.7% 28.4%

47.5% 46.8% 44.9% 42.8% 40.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

バンドル化の推移（旧定義ベース）
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330

335

340

345

350

355

360

365

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

（万世帯） 長期契約率

30.030.0 %%

総加入世帯総加入世帯

341

348

354

358*

*長期契約サービスを提供していない局の総加入世帯数を除いております。

360*

長期契約化率の推移長期契約化率の推移（新定義ベース）（新定義ベース）

12年3月末11年3月末 11年6月末 11年9月末 11年12月末

長期契約サービス加入世帯数の推移長期契約サービス加入世帯数の推移

長期契約化率長期契約化率
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747万世帯
(749万世帯)

チャンネル名/会社名
区分

出資比率

視聴可能
世帯数

ベーシックチャンネルベーシックチャンネル

（2012年2月末現在）

その他
9.75％

その他
9.99％

その他
15％

日経CNBC
㈱日経ＣＮＢＣ

時代劇専門チャンネル

日本映画衛星放送㈱

日本映画専門チャンネル

日本映画衛星放送㈱

キッズステーション

㈱ｷｯｽﾞｽﾃｰｼｮﾝ

752万世帯
(750万世帯)

持分法
35％

AXN
㈱AXNｼﾞｬﾊﾟﾝ

612万世帯
(613万世帯)

持分法
50％

アニマルプラネット
ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱

756万世帯
(758万世帯)

701万世帯
(702万世帯)

持分法
50％

ディスカバリーチャンネル

ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱

412万世帯
(407万世帯)

連結
76％

チャンネル銀河

ﾁｬﾝﾈﾙ銀河㈱

725万世帯
(735万世帯)

連結
89.41％

ゴルフネットワーク

ｼﾞｭﾋﾟﾀｰｺﾞﾙﾌﾈｯﾄﾜｰｸ㈱

867万世帯
(865万世帯)

677万世帯
(680万世帯)

LaLa TV
ｼﾞｭﾋﾟﾀｰｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ㈱

連結
100％

ムービープラス

ｼﾞｭﾋﾟﾀｰｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ㈱

15万世帯
(14万世帯)

その他
12.28％

アニメシアターX (AT-X)
㈱ｴｰ･ﾃｨｰ･ｴｯｸｽ

オプションチャンネルオプションチャンネル

出所：各社

（ ）内は2011年11月末現在の視聴可能世帯数

* J sports 4はJ:COMではオプションチャンネル。

チャンネル名/会社名
区分

出資比率

視聴可能
世帯数

821万世帯
(819万世帯)

762万世帯
(761万世帯)

397万世帯
(406万世帯)

大人の趣味と生活向上◆アクトオンTV

㈱ジュピタービジュアルコミュニケーションズ

連結
90.00％

741万世帯
(749万世帯)

連結
80.5％

J sports 1, J sports 2, 
J sports 3, J sports 4 * 
㈱ｼﾞｪｲ・ｽﾎﾟｰﾂ

チャンネル別チャンネル別 視聴可能世帯数視聴可能世帯数



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


